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ICT合宿は、平成17～19年度に文部科学省から指定を受けた「ICT人材育成プロジェクト」研究の一環とし  

て取り組んできた活動である。附属高校として大学との連携を深め、「高校の授業では経験できない情報技術に関  

してより深い理解を得るとともに、既存の技術を部品として用い新しい価値を生み出すという着想力、応用力を培  

うJという目標の達成のため、昨年行われたICT合宿についての実践報告を行うものである。  

キーワード：ICT合宿、ICT実践、ICT人材育成プロジェクト、高大連携、情報科学系列  

1．はじめに   

本校では生物資源・環境科学系列が筑波大学生物資源  

学類と「農場実践」として農林技術センターにおいて実  

習、また「農場基礎実践」として八ヶ岳演習林において  

実習を行い、学校では出来ない実習を体験したり、大学  

の先生方に直接指導して頂くことで学習意欲を向上させ  

るために実施している。平成16年度に文部科学省から  

IT人材育成プロジェクト（翌年からICT人材育成プ  

ロジェクト）の申請をするさいに工学システム・情報科  

学系列でも大学において講義・実習が出来ないかと考  

え、第3学群情報学類（現情報学群情報科学類）長であ  

った田中二郎教授にお願いをしたところ、快諾をいただ  

いた。  

においても、昨年度と同様の内容を行った。   

今年は山口音数教授（情報科学類長）、志築文太郎講  

師にお世話になった。   

基本的には課題が与えられ、生徒はそれを自学演習  

し、動作しない場合にはTAを呼んで聞くというスタイ  

ルを取っている。   

また今年は、課題に対する回答を担当教員・志築先生  

に送るというミッションが与えらゎた。それにより、各  

生徒の取り組み状況がわかり、その課題に対して、それ  

ぞれ評価を行った。  

2．1CT実践暮   

翌年、IT人材育成プロジェクトに指定され 実施に  

向けて第3学群情報学頼長北川博之教授と内容を詰め  

た。対象が高校1年生も含むということで、プログラミ  

ングを知らない生徒も想定されたため、大学の実習を易  

しくし移行させる訳にもいかず、いろいろと話し合いを  

行った。陳漢雄講師、天笠俊之講師も交えた打ち合わせ  

の中で、内容を決定し実習を行なった。   

2年目は、山口喜教教授（情報科学類長）、志築文太  

郎講師、高橋伸講師にお世話になり、昨年経験したこと  

生徒もいるので、新たにICT実践Ⅱを実施した。   

昨年はICT実践Ⅰに内容を詰め込んだが、今年はI  

CT薬指用にⅩSLTなどの内容を移すなど精査した。   

3年目は、ICT人材育成プロジェクトも終わったが、  

工学システム・情報科学系列において、プロジェクトの  

取り組みはすぺて継続していくことになった。ICT合宿  

写真1（オリエンテーションの様子）   

内容は、  

l．「教育用計算機システム使用の手引き」をベースにし  

たCOINS計算機システム環境入門  

・エディタ（Emacs）や文書整形システム（LaTeX）を体  

験し、COINS環境での計算機の取り扱い、特にUNIXオ  

ペレーティングシステムの操作を学ぶ  
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1年目（2006年）  2年目（2007年）  3年目（2008年）   

1年次   5名   6名   3名   

2年次   l名   2名   5名   

3年次   2名  

合 計   8名   8名   R名  

2．プログラミング入門  

・JavaScript言語を使い、プログラミングの初歩を体  

験する  

3．Web＆ⅩML入門  

・標準データフォーマットであるⅩML とその関連技  

術を学ぶ  

利用したサイト  

たのしいⅩMI．：ⅩML／ⅩHTML入門ページです  

（http：／／www6．airnet．ne．jp／manyo／Ⅹml／）  

・JavaScriptを使ったWWWページの動的変更を体験  

する。プログラミングの応用を体験する   

なお、初年度は  

2．嚢験「データ構造とアルゴリズム」をべ柵スにした演  

習  

・首語をJavaScriptにし、後のWeb＆ⅩML入門  

との連携を図る  

3．Web＆ⅩML入門  

・ⅩML や ⅩSLT などの初歩的な内容を学習し、  

Webページ作成を体験する  

として実行した。   

目的は、初年度から下紀の通りで行っている。  

・高校の投薬では経験できない知識・理論の修得を図  

る  

・生徒がアイデア・スキルを発揮することにより、独  

創性の向上を図る  

・グループで課領に取り組むことによって、コミュニ  

ケーションや協調する能力を育成する  

・筑波大学や大学で学ぷ雰囲気を体験することによ  

り、最先端で陪席する研究者と交流を持つことによる人  

間性の向上を図る   

所定の指導日棟を達成した者には、時間割外科日「情  

報：ICT夷践I」として1単位を認定することで、教  

育課稜に認められた。  

表2 ICT実践Ⅰ参加生徒   

～～参加した生徒の実習日誌から～～  

1日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・Macの使い方、教育用計算システム（coiIIS）を用い  

たプログラミング入門を学習できた。  

・プログラミングを用いたパスワードの変更  

・コマンドを用いたファイル名の変更、コピー、使用し  

ているディスクの容儀の確認  

・Emacsの使用方法  

・％→プロンプト（ユーザの入力の待機状態）  

・MacとWindowsの操作性の速いを発見した。（アイ  

コンが逢うなど）  

【感想】   

今回、筑波大学は初めて紡間したが非常に広大な敷地  

と先進的な設備に発くとともに、感動した。作業面とし  

ては、実際にPCを用いてのプログラミングは初めてだ  

ったので、少し難しく感じた。プログラミングは自分で  

思っていたより英帯が重要だと思った。コマンドは一叫一行  

一文字異なるだけで出来上がるプログラムに多大な影響  

を及ぼすことがわかった。   

（自宅で記入）Macを使ったのは初めてだった。Mac  

はWindowsと速いデザイン・インテリア性を兼ね備え  

たアイコンであったので、使用しているユーザ側の楽し  

さを引き出すと思った。また、WindowsよりMacの方  

がコマンド入力は入力しやすいと思った。しかし、  

Wordやエクセルなどのビジネスソフトを用いた作業面  

ではWindowsの方が使いやすいと思った。2日目以降  

も頑張ってゆきたい。  
午前   後   

8月21日（月）  入門   

8月近日（火）  入門   データ構造   

8月お日（水）  データ構造   eb＆ⅩML   

8月加日（木）  ¢b＆ⅩML   亡b＆XML   

8月ヱ5日（金）  学内見学  

9：ユ0、10：00計算科学研究センター  

10：15、10こヰ5認知システムデザイン研究室  

10：5¢－11：20オペレーテインダシステムー  

システムソフト研究室  

王l：お、Il：55インタテクティプ■プロゲラ  

ミンダ研究室   

2日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・乱数とはいったい何なのか  

・乱数とはどのようなことに使用（用途）されているの   

か  

・コマンド入力によるホームページの作り方  

・エラー表示の説明について（エラーの出し方■＝  

・ユークリッド互除法について（取り扱い方について）  
轟11CT実践エスナジュール  
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・ファイヤーバグの取り扱い方について  

。Latexの使い方  

・インタラクティブの意味  

・1VhュdoⅥTSへの接続  

・文字化け対策について  

【感想】  

。乱数とは数学における基礎的な部分であるが、自分で  

考えていたよりも複雑で、身近な部分で使われているこ  

とが分かった。  

・具体例としては「じゃんけん」に使われている。  

（自宅で記入）JavaScriptで使えるホームページの背景  

色を変える命令文などは色の豊富さと同じくらい、多く  

の命令文があったので、ホームページ等のアレンジ（文  

字色、背景色の変更等）が可能なので、より多くの命令  

文を覚えれば多種多様なアレンジが可能となると思っ  

た。また、JavaScriptによるエラー表示に関して学んだ  

こと（表示の最左部にエラーの原因と思われるコマンド  

の行が表示されているなど）は、今後のプログラミング  

という作業をしていく上でも、とても参考になると思った。  

・明日のカレンダー作成の際には上記の事柄をうまく活  

用していきたい。  

・課題F－2「パスワードの重要性」を考察したことで、  

日常生活において、忘れがちだった「パスワードの重要  

性」を改めて認識できたとともに、自覚することができ  

た。（パスワードの漏洩や破られてしまうことは、その  

PCに保存されている情報がすべて漏洩してしまう等）  

【分かったこと（コマンド編）】  

〈br〉 改行  

い方）  

・計算システム（Simple－Calc）の数のしくみ  

・プログラミング  

・カレンダーのフォントの色、およびサイズ変更のしかた  

・文字式の扱い方  

・計算機システムについての理解  

【感想】  

・Simple－Calcによる計算システムのコマンドは、計算  

のしかた（数の出し方）が数学のような感じだと思った。）  

・Simple－Calcの計算経歴を表示させるコマンド入力は  

難しかったが、計算経歴が表示された時の達成感は非常  

に大きく、楽しかった。  

（自宅で記入）  

・カレンダーの作成においては、2日目に学習したさま  

ざまな命令文（色彩の変更、点滅、書体の変更など）を  

用いて、カレンダー製作が出来たので良かった。  

・学習した事柄を用いて、何かプログラム（カレンダー  

等）を作れたので、各命令文の実践的な練習になったと  

ともに、とても充実しており、楽しかった。  

・カレンダー製作面では、特にどのコマンドを使えばカ  

レンダー自体の利便性（土曜日の色を育、日曜日を赤色  

にして見やすくする等）を向上させ、なおかつカレンダ  

ーのインテリア性（タイトルの「8月のカレンダー」を  

点滅させる等）の向上をさせ、他の人のカレンダーには  

無い独特性を向上させるかを考案するのが大変ではあっ  

たが楽しかった。  

4日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・Latexを用いたプログラミングが身についた  

・Wordの使い方が身に付いた  

・MacからWindowsへの接続方法  

・タグの種類を学習した  

・万葉集について  

・古典文学とⅩMLについて  

・教育用計算システム  

・ⅩMLの目的＆用途  

・ⅩMLファイルの関数の使い方を理解  

・プログラムの動き方  

【感想】  

・ⅩMLは難しかった（コマンドが複雑）  

・他の言語のプログラムは全体的に慣れてきた  

・残り1日は大学見学であるが、多くのことを学んでこ  

れるよう努力したい。  

写真2（ICT実践Ⅰの様子）  

3日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・l～2日目とは、別事項のJavaの新しいこと（（）の使  
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ヨンを構築するマッシュアップを使って、1VⅥ㌻Wサービ  

ス構築を体験する。マッシュアップの初歩的な内容を学  

習し、Webサービスを構築するとした。   

所定の指導目標を達成した者には、時間割外科目「情  

報：IC′r実践Ⅲ」として1単位を認定することで、教  

育課程に認められた。   

履修条件として、ICT実践Ⅰを経験した生徒とした。  

・ⅩMLは難しく思えたが、同時により高度なことが可  

能となる言語であると思った。しかし、タグの種類を多  

数学習できたので、次回ⅩMLを使用する際は今回より  

も楽に出来るのではないかと思った。  

・ⅩMLの課題における万葉集は全体的に難しく感じら  

れた。  

・今回のICT合宿において使用したPCはMacである  

が、そのMacからのWindowsへの接続は初めてのこと  

だったので、新しく得たことも多く（リモートデスクト  

ップである等）、また、楽しく学習することができた。  

・明日は、最終日であるとともに、筑波大学の学術情報  

センターなどを見学できるの、多くのことを学び得られ  

るようにしたい。  

午前   午後   

8舶7日（別  
エントション・  

0肘S環境復習   

8舶8日（火）  0削S環境復習   サービス構築入門   

8朋姻（水）  サービス構築入門   サービス構築入門   

8朋0日（木）  サービス構築入門   WWWサービス構築入門   

8月31日（金）  学内見学（■ICT実践Ⅰと合剛  

表3 ICT実践Ⅲスケジュール  

1年目（2007年）  2年目（2008年）   

2年次   2名   5名   

3年次   1名   1名   

合 計   3名   6名  

表4 ICrr実践H参加生徒   

1年目は、TAもしてくれた院生の協力でマッシュア  

ップを使って、WWWサービス構築を体験できたが、多  

くはTAに言われるままに打っていた感が強かった。   

2年目である今年は、志築先生のご指導で課題が用意  

されており、生徒はその課題をこなしながら、技術の習  

得、レベルアップをはかっていった。   

学習スタイルはICT実践1と同様である。   

出来上がった掲示板は、学校にいる先生に連絡をし、  

見ていただきコメントをいただいた。そのコメントに生  

徒はとても喜んでいた。  

写真3（学術情報メディアセンター見学）  

【まとめ】   

今回、このICT合宿を受けて幅広いプログラミングの  

技術・知識が多く学習できた。身近なホームページなど  

のサイトの構築のしくみが分かった。また、最終日に見  

学したさまざまなロボットや計算機の数々のレベルの高  

さに驚いたと同時にだいがくの様子等も分かった。この  

ICT合宿で得た事柄を実生活等で有効に活用できるよう  

努力してゆきたい。  

3．1CT実腰川  

1CT実践Ⅱは、目的を  

・Webサービスを構築する作業を－－一通り体験することに  

よって、情報技術に関してより深い理解を得るととも  

に、既存の技術を部品として用い新しい価値を生み出す  

という着想力、応用力を培う。  

とし、2年目から実施している。  

内容は、  

1．WWWサービス構築  

・複数のWWWAPTを組み合わせてWWWアプリケーシ  
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～～参加した生徒の実習日誌から～～  

1日目  

【身に付いたこと。発見したこと】  

・COINSなどについて昨年度に学習したのだが、1年  

経つと忘れているものだなと感じた。でも、大まかの説  

明を聞いたときには、昨年度体験した記憶が徐々によみ  

がってくるのを感じた。今日は復習程度しか作業しなか  

ったが、十分貴重な時間だったと思う。  

・UNIXの使い方を学んだ  

【感想】  

・今日はまだ始まったばかりで、調子は出ないが明日か  

らはきちんと気持ちを切り替えていきたい。だが、初め  

てではなかったので、1r］の内容の感じがだいたいわか  

っていたのが良かったらしく、あまり疲れずに済んだ。  

これから先、昨年度よりも多く学ぺたらいいと思う。  

る  

【感想】  

・昨日に引き続き、今日もWWWサービス構築入門をや  

ったが、昨日よりはスムーズ良く作業することができ  

た。タグについても深く知識が身についたと思う。課題  

が終わるスピードは遅いけれど、それなりにきちんとあ  

せらずに自分の個性を活かした作品が今後出来上がって  

いければ良いと思う。残りあと2日だけど、精一杯やっ  

たいけたらいいと思う。  

2日日  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・ICT実践Ⅰの復習（COINS、エディタ、プログラミ  

ング言語）の学習でより知識が身についた。  

・WWWサービス構築入門   

PHPについて：番き方、プログラミング言語、データ  

処理   

PHP：「Saity先生のPHP基礎講座」に従って学習  

【感想】  

・午前中での「ICT実践I」の復習では、作業もスムー  

ズに進み、楽しかった。高1での「情報C」でもやった  

様に、何をやって何をすれば良いかが分かり、午前中は  

本当に充実していた。しかし、午後の部になってみれ  

ば、午前とはうって変わって違った。初めてやる内容だ  

けあって大変だったが、さらに自分にとってはなかなか  

難しい実習だった。なんとか課題を終えることができた  

が、－一部雨のおかげでもあって、雨に感謝した（※）。  

明日からは自由時間も含め、時間をうまく使っていきた  

い。PHPは難しかったが、頑張って慣れていきたいと  

思う。  

※夕方、激しい雷雨があり、実習終7時間にも関わらず  

居残り、雷雨が収まるのを待った  

写真4（ICT実践Ⅱの様子）  

4日日  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・IF文を自分のものにするまで、自分で何度も同じもの  

を繰り返すことにより、身に付いた。  

・変数・関数の最終確認としての復習  

【感想】  

・今日は実習をするのが最後だったことを今考えると、  

すごく貴重な時間だったなと思えた。そもそも1日にこ  

んなにパソコンをいじることはないので、良い体験がで  

きたと思った。積極的に作業をしたのだが難しい課題を  

すると、長い間手が止まり、やはり昨日と同じような作  

業ペースとなってしまった。でも、自分のやろうとする  

気持ちは昨日よりもはるかに高まっていたと思う。一通  

りすべての課題を終えることができた。どの作品もシン  

プルに仕上がった。手を加えたいと思ったのだが、いく  

つもいくつも手を加えることができなかったし、一つで  

も終えるとなるとだいぶ時間がかかってしまった。学校  

では学ぺないことも学ぺて、この合宿の意味があったと  

思うし、自分にとってもたいへん意味があったと思う  

し、内容の良かった短い期間だった。初日に比べると、  

今となってのプログラミングへの興味は当然だが深まっ  

た。学校の授業では、学んだが言葉しかわからず、あま  

3日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・WWWサービス構築入門   

PHPというプログラミング言語について学ぶ。データ  

処理、表示機能、グラフィック付きパージの作り方を知  
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り活用法までもがわからなかったことも、実際にパソコ  

ンを通して、体で体験することにより、いろんなことが  

頭に入りやすかったし、作業してても楽しく学ぶことが  

できた。なによりも仲間と一一緒にやれるだけでも良かっ  

ただけだからだ。明日が最後で、しかも学内見学だが、  

いろいろとすごく楽しいことが見られると思う。昨年行  

ってみて思ったことなんだが、「こんなもの作ってみた  

い」と思えるものばかりが次々と出てきた。卒研には関  

わるかわからないが、参考になると思うので、興味を持  

ちながら明日は見学したいと思う。  

上をはかる。  

とし、昨年から実施した。  

内容は、  

1．研究室にある書籍を読む  

2．卒業研究に関するアドバイスをもらい、更なる知識  

・理論の修得をはかる  

とした。   

今年は該当者が2名おり、それぞれ参加を希望してい  

たが、1人の卒業研究テーマは「LAN制御による半自  

走ロボットの開発」であり、情報科学類知能ロボット研  

究室に協力をお願いし実施することができた。   

もう1人の卒業研究テーマは「小学校高学年から行う  

インターネットを利用する上でのマナー・モラルの意識  

向上」であり、これを研究としている教授が情報科学類  

にはいなかったため、この生徒は参加することができな  

かった。   

所定の指導目標を達成した者には、時間割外科目「情  

報：ICT実践Ⅲ」として1単位を認定することで、教  

育課程に認められた。   

履修条件として、ICT実践Ⅱを経験した生徒とした。  

5日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・ロボットに対する興味が深まった。  

・パソコンの量が七ても多かった。  

写真5（知能ロボット研究室見学）  

【感想】  

・今日は学内見学のみだけで実習はなかったのだが、す  

ごく興味深いモノを見ることができた。今まで5日間、  

その内4日間が実習で、たいへん多くのことを学ぺた。  

内容は自分にとっては、容易ではない作業ばかりだった  

が、全体的に楽しく作業を進められたと思う。一部だが  

プログラミングについて知れた。今回やったことが基礎  

的なことだと思うと、発展はだいぶ難しいと思った。し  

かし、これは慣れだと思うので、プログラミングをいか  

に早く慣れるかが大事だと思った。  

写真6（ICT実践Ⅲの様子）  

～～参加した生徒の実習日誌から～～  

1日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・3cm程度の厚さの車輪など厚いものは、真ん中のと  

ころを山にすることにより、車幅がだいたい決まるとい  

うところに関心を持ちました。他にもこの研究室にある  

様々なロボットを見ることにより、それぞれのロボット  

に使われているセンサやマイコンの種類などがわかり、  

やはり大学ではとても高度なことをしているのだなと思  

いました。  

4．1CT実践＝  

ICT実践Ⅲは、目的を  

・卒業研究に関する研究室に体験入室し、研究に関する  

書籍・論文を読んだり、研究室に所属する先生方および  

学生にアドバイスをもらうことにより、知識・理論の向  
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【感想】  

・やっぱり自分がやっていることでは、まだまだなんだ  

なと思いました。自分の知っていることももちろんあっ  

たのですが、さすがに高いもので辛がでないのがもどか  

しいです。今日研究室に入り、そこでの研究では自分が  

まさにやっていきたい内容のものばかりだったので、と  

てもわくわくしました。明日はノートにデータをまと  

め、研究に役立てたいと感じました。  

気になり、画像の勉強をした。  

2日目  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・本から抜き出した計算式を覚えた。  

・院生が番いた実際の論文を読み、本当はどう凄くぺき  

かがわかった。  

・モータの制御をするためにフィードバック制御がある  

のですが、このやり方にも、1つのことでいくつもの種  

類があることがわかった。  

【感想】  

・院生の人に実際にアドバイスをもらうのともらわない  

のとではぜんぜん違うってことがよくわかりました。  

・本を読み、いろいろな計算式が出てきてエンコーダを  

使っての距離測定するためのことがいっぱい番いてあり  

驚きました。レーザセンサとエンコーダの2つセンサを  

使うことにより、位置の修正をするプログラムを見せて  

もらい、どのようにして動かしているのかを教えてもら  

い、とても勉強になった。   

写真7（閉校式の様子）  

3日日  

【身に付いたこと・発見したこと】  

・今日紹介されたロボットの仕組みがわかった。  

・レーザセンサの内部構造やモジュール基盤をみせても  

らった。  

・画像処理の計算するための式  

・ロボットの構造での誤差修正  

【感想】  

・今日で最後なので、昔自分が難問に思った画像処理に  

ついて考えました。学生さんたちにどのようなプロセス  

なのかを聞くことができた。だけど、計算式はとても難  

しく、理解するにはまだまだかかるなと感じました。理  

論では2枚の画像を比べ、この位置は同じみたいだとい  

うのを見比べるという簡単なようで難しいとびっくりし  

た。  

・画像加工処理では、ドーナツ型の全方位映像を手形の  

映像にするシステムにすごく感動した。このシステムが  
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写真8（修了証授与の様子）   
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